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日本原子力研究開発機構大洗研究所(使用施設)の

核燃料物質使用変更許可申請等について

燃料材料試験施設における1F燃料デブリの分析等



1F燃料デブリ分析に係る使用の方法 FMF別添1（又はAGF別添2）
1F燃料デブリ分析に係る使用の方法
1．使用の方法（目的については本文に記載）
【FMF】
・臨界管理に関する説明追加(P.6, 15-17)
・搬出入時の荷姿に関する説明追加(P.7)
・ホットリペア室及びコンタクトリペア室の説明追加(P.8)
・安全対策のうち火災対策に関する説明追加(P.9)
・安全対策のうち爆発事故対策に関する説明追加(P.10)
・安全対策のうち臨界対策に関する説明追加(P.11-14)

2. 核燃料物質の種類（変更なし）
3. 予定使用期間及び年間予定使用量
・デブリの年間予定使用量の考え方を追加(P.22) 

4. 使用済燃料の処分の方法 （変更なし）
5. 使用施設の位置、構造及び設備（項の追加） (P.23) 
6. 貯蔵施設の位置、構造及び設備 （変更なし）
7. 核燃料物質又は核燃料物質によって汚染された物の廃棄施設の位置、構造及び設備

（項の追加） (P.23) 
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【AGF】
・試料調製に関する説明追加(P.18-19)
・試料移送時における安全対策追加(P.20)
・加熱時の安全対策の明確化(P.20)
・臨界に関する説明追加(P.21) 

添付書類1 FMF別添1
目次
3. 火災等による損傷の防止
・消火方法に関する説明追加(P.24) 



補足資料1 1F燃料デブリ分析に係る概要 FMF別添1（AGF別添2）
目次
1. 1F燃料デブリ分析の背景
・背景情報の追加(P.25) 

2. 1F燃料デブリ分析における安全設計方針
2.1 1F燃料デブリ分析作業と安全設計の基本方針（FMF）
・安全対策の記載追加(P.26-27, 29) 

2.2 1F燃料デブリ分析作業と安全設計の基本方針（AGF）
・安全対策の記載追加(P.28-29) 

3. 1F燃料デブリ分析の計画 （変更なし）

4. 1F燃料デブリ分析の安全対策
4.3 容器開封時の水素爆発に係る安全対策
・評価方法に関わる記載追加(P.30) 

5. 1F燃料デブリ分析に係る貯蔵能力及び廃棄物の保管場所の余裕度
・章の追加並びに貯蔵能力及び廃棄物量の裕度の説明追加(P.31-32) 
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補足資料2 1F燃料デブリ分析に係る概要 FMF別添1（AGF別添2）
目次
1. 概要
2. 1F燃料デブリ分析に係る最大取扱放射能量評価

2.1 1F燃料デブリの線源の選定
・燃料組成に関わる説明追加(P.33) 
・希ガス発生量に関わる説明追加(P.34-35) 

3. 1F燃料デブリ分析に係る境界線量評価
3.1 人が立ち入る場所の線量率
・年間被ばく量の説明追加(P.36-37, 40) 
・実作業における被ばく量の評価追加(P.38-39) 

3.2 管理区域境界における実効線量の評価
・実効線量の評価の説明追加(P.41) 

3.3 周辺監視区域境界における実効線量の評価
・実効線量の評価の説明追加(P.42) 

4. 1F燃料デブリ分析に係る臨界評価
4.1 1F燃料デブリの最小臨界重量の評価
・臨界評価に用いた燃料組成及び用語の説明追加(P.43-44) 

5. 1F燃料デブリ分析に係る「安全上重要な施設」再評価
5.1 1F燃料デブリの公衆の実効線量評価
・評価モデルの説明追加(P.45-46) 

4



参考資料

【FMF】
ガスクロマトグラフ質量分析計（実験室）及び放射線管理機器校正用線源保管庫（放射線管理室）
の解体・撤去に係る安全性について
・廃棄物発生量に関する説明追加(P.47) 

【AGF】
No.19グローブボックス（除染室）の解体・撤去に係る安全性について
・撤去対象設備に関する説明追加(P.47) 
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1．使用の方法（臨界管理に関する説明追加）
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1．使用の方法（搬出入時の荷姿に関する説明追加）
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1．使用の方法（ホットリペア室及びコンタクトリペア室の説明追加）
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1．使用の方法（安全対策のうち火災対策に関する説明追加）

9



1．使用の方法（安全対策のうち爆発事故対策に関する説明追加）

10



1．使用の方法（安全対策のうち臨界対策に関する説明追加）
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1．使用の方法（臨界管理に関する説明追加）
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1．使用の方法（安全対策のうち臨界対策に関する説明追加）
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1．使用の方法（試料調製（溶解・分離・焼付け）に関する説明追加）
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1．使用の方法（試料移送時における安全対策追加）

1．使用の方法（加熱時の安全対策の明確化）

20





3. 予定使用期間及び年間予定使用量（デブリの年間予定使用量の考え方を追加）
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5. 使用施設の位置、構造及び設備（項の追加）

7. 核燃料物質又は核燃料物質によって汚染された物の廃棄施設の位置、構造及び設備
（項の追加）
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1. 1F燃料デブリ分析の背景（背景情報の追加）
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2.1 1F燃料デブリの線源の選定（燃料組成に関わる説明追加）
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3.1 人が立ち入る場所の線量率（年間被ばく量の説明追加）
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4.1 1F燃料デブリの最小臨界重量の評価（臨界評価に用いた燃料組成及び用語の説明追加）
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5.1 1F燃料デブリの公衆の実効線量評価（評価モデルの説明追加）
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廃棄物発生量に関する説明追加

撤去対象設備に関する説明追加
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法令改正に伴う見直し

①核燃料物質の使用等に関する規則の見直し

【共通編】
・本文 10項を追加
（使用施設、貯蔵施設又は廃棄施設の保安のための業務に係る品質管理に必要な体制の整備に関する事項）
・添付書類4の追加
（変更後における使用施設等の保安のための業務に係る品質管理に必要な体制の整備に関する説明書）
・添付書類4の追加に伴い、添付書類3の一部（組織図など）見直し

【施設編】
・本文10項の追加
・添付書類4の追加

②使用施設等の位置、構造及び設備の基準に関する規則の見直し

【施設編】
・添付書類1及び2における条文の記載の見直し
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